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研究成果の概要 

本プロジェクトは、アミノ酸配列を自在に設計し、脂質二分子膜中に機能を持つナノポアを構築す

ることを目指している。本年度は、網羅的配列検討を行うため、疎水性ペプチドを無細胞発現系や

固相合成系で発現する技術を開発した。無細胞発現系では親水性アミノ酸の導入位置や個数、ま

たリポソームを用いた発現系の最適化を検討した。固相合成では、光切断法を利用し疎水性凝集

を起こす前に脂質膜に導入する方法の検討を行った。これにより、脂質膜中で任意のβバレルナ

ノポアを形成する基盤が確立され、計算進化工学や分子進化工学を用いてペプチド配列を最適

化する技術に応用する。 

ペプチドの会合数を直接的に決定する手法も検討し、6～8量体のナノポア形成を実験的に確

認できた。さらに、SVG28ペプチドナノポアを用いた一分子検出で、一アミノ酸分解能の評価が行

われ、体積差の大きなアミノ酸の認識に成功した。 

今後は、無細胞発現系でのペプチドナノポアの発現を基盤に、計算機での設計と組み合わせ

ペプチド配列の網羅的な探索を進め、膜貫通部分のアミノ酸配列の進化を行う予定である。また、

ナノポアの進化や非天然構造の検討、一分子検出結果の機械学習による評価法の確立を目指

す。 
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